
宿泊施設が予約客に対して周辺の観光地
案内やレンタカー予約の代行をすること
で周遊性を向上させた事例

北海道 鶴居村

 　

釧
路
空
港
か
ら
公
共
交
通
で
訪
れ
る
場
合
は
乗
り
換
え
を
要

し
て
時
間
も
か
か
っ
て
不
便
な
た
め
に
レ
ン
タ
カ
ー
で
訪
れ
る
観

光
客
が
多
く
、
25
年
ほ
ど
前
に
村
内
の
１
つ
の
宿
泊
施
設
が
レ

ン
タ
カ
ー
予
約
も
代
行
し
て
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
宿
泊
者
に

喜
ば
れ
た
こ
と
を
同
業
者
へ
話
し
た
と
こ
ろ
、
他
の
宿
泊
事
業

者
も
同
様
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
以
前
か
ら
宿

泊
施
設
が
相
互
に
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
柔
軟
に
取
り
入
れ
合
っ
て

お
り
、
そ
の
流
れ
で
こ
の
サ
ー
ビ
ス
も
浸
透
し
た
。

導
入
の
背
景

2
北海道
鶴居村

　

村
内
の
過
半
の
宿
泊
施
設
が
、
宿
泊
予
約
客
に
対
す
る
事
前

の
到
着
予
定
時
刻
確
認
な
ど
の
際
に
、
周
遊
予
定
の
聞
き
取
り

や
、
周
遊
予
定
が
未
定
の
人
に
対
す
る
観
光
地
・
体
験
の
案
内

を
行
う
。
そ
の
中
で
ニ
ー
ズ
が
あ
れ
ば
、
宿
側
で
の
レ
ン
タ
カ
ー

予
約
の
代
行
を
無
償
で
実
施
し
て
い
る
。
各
宿
泊
施
設
は
あ
ら

か
じ
め
釧
路
空
港
に
出
店
し
て
い
る
レ
ン
タ
カ
ー
会
社
と
個
別

に
提
携
。
宿
泊
客
は
空
港
到
着
後
に
宿
泊
施
設
提
携
先
の
レ
ン

タ
カ
ー
会
社
の
カ
ウ
ン
タ
ー
に
出
向
い
て
20
％
の
割
引
価
格
で

車
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
る
。
(>

料
金
は
直
接
レ
ン
タ
カ
ー

店
に
支
払
う
。
)

概
要

費
用
負
担

　

レ
ン
タ
カ
ー
会
社
側
に
と
っ
て
は
宿
泊
施
設
に
よ
る
宣
伝
効
果

や
無
断
キ
ャ
ン
セ
ル
リ
ス
ク
の
軽
減
・
事
前
の
サ
ー
ビ
ス
説
明

負
担
の
軽
減
等
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
各
宿
泊

施
設
と
レ
ン
タ
カ
ー
会
社
の
交
渉
・
提
携
に
よ
り
、
割
引
価
格

で
の
レ
ン
タ
カ
ー
提
供
が
実
現
し
て
い
る
。

観
光
客
の
周
遊
機
会
の
増
加
に
よ
る
経
済
効
果

親
切
な
接
客
と
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
リ
ピ
ー
タ
ー
の
増
加

(着

実
に
宿
泊
客
が
増
加
し
て
い
る
)

● ● 効
果

　

レ
ン
タ
カ
ー
の
予
約
代
行
サ
ー
ビ
ス
は
好

評
だ
が
、
若
年
層
の
運
免
許
取
得
率
の
低

下
を
踏
ま
え
、
村
の
観
光
協
会
で
は
レ
ン

タ
カ
ー
以
外
で
の
ア
ク
セ
ス
交
通
の
確
保

を
課
題
と
し
て
認
識
し
て
い
る
。
鶴
居
村

観
光
協
会
と
し
て
札
幌
発
の
バ
ス
周
遊
ツ

ア
ー
を
企
画
す
る
な
ど
交
通
手
段
確
保
に

も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

周
遊
手
段
と
し
て
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
に
も

力
を
入
れ
て
お
り
、
「鶴
居
サ
イ
ク
ル
ス

ポ
ー
ツ
振
興
会
」
や
一
部
の
宿
泊
施
設
に

お
い
て
提
供
。

　

レ
ン
タ
カ
ー
予
約
代
行
を
有
償
で
行
う

場
合
は
旅
行
業
登
録
が
必
要
と
な
る
の
で

注
意
が
必
要
。

そ
の
他
参
考
と
な
る
情
報

人ࢩ Ȧ ȱȫȳȵȵ人

࿐୭ Ȧ ȴȶȰȭȷ ⼰

人ྭࢩോ Ȧ ȳȭȲȰ 人 Ȯ ⼰

ㄨㄪㄩཇ人ຊˊʷ村 ʈ鶴居村観光協会ȝ

部ୋ人事ྷ್

釧路空港ˡ̨͕̔͜ʏ̨̔̏͜ʏ

釧路空港˚ˡ̨͕̔͜ʏ会社ˡ௱ࠬ車

ȗࡢˡ釧路ৢؾ

̨͕̔͜ʏˡ予約代行̞ʏ̢̼̅行˖˙ʷ˾ɇɒɗɄɎȝɗɀɉɗɒ

空港ʾ˼公共交通機܌˚鶴居村˫

行˂場合ʆ 釧路ײ前̢̨̹ʏ͈̳͔

̅経ပˊ˝˄˿ˣ˝˼˝ʷ

̨̪͐̏͜ˡࠀ˿

宿˚షˊ出ˈ˿˙ʷ˾̨͕̞̘͔̍͜

秋田県

青森県

北海道鶴居村の宿泊事業者

アクセス交通

■ 取り組み主体

■ 交通課題



　

⑤
は
鉄
道
事
業
者
に
よ
る
取
り
組
み

⑥
⑦
は
い
ず
れ
も
乗
合
事
業
許
可
を
得
て
運
行

運
行
方
法

● ● 

自治体の交通部局が観光需要にも目を配り
つつ、市内の交通事業者をリードして
地域交通利便性を計画的に改善した事例

静岡県　沼津市

　

沼
津
市
に
は
多
く
の
観
光
客
が
来
訪
す
る
も
の
の
、
市
内
に

複
数
の
交
通
事
業
者
が
林
立
し
て
互
い
に
競
合
し
合
っ
て
い
た
。

特
に
普
段
か
ら
沼
津
市
の
バ
ス
を
利
用
し
な
い
観
光
客
に
と
っ

て
は
ど
の
事
業
者
の
バ
ス
が
目
的
地
に
た
ど
り
着
け
る
か
が
分

か
ら
な
い
と
い
っ
た
利
用
し
づ
ら
い
環
境
に
あ
っ
た
。

　

こ
の
た
め
、
市
が
関
係
者
を
集
め
た

「
沼
津
市
地
域
公
共
交

通
協
議
会
」
を
２
０
１
９
年
か
ら
開
催
し
、
外
部
学
識
経
験
者

の
知
見
を
活
用
し
つ
つ
、
観
光
需
要
を
含
め
た
市
内
の
交
通
需

要
を
整
理

・
把
握
す
る
と
共
に
、
市
が
調
整
主
体
と
な
っ
て
各

交
通
事
業
者
と
信
頼
関
係
を
築
き
上
げ
、
一
体
的
に
施
策
を
進

め
る
関
係
を
構
築
し
た
。
公
共
的
な
投
資
が
必
要
な
施
策
に
つ

い
て
は
国
の
補
助
金
等
も
活
用
し
な
が
ら
、
市
議
会
の
理
解
も

得
て
大
胆
な
政
策
投
資
を
行
い
、
地
域
住
民

・
観
光
客
の
双
方

に
と
っ
て
使
い
や
す
い
公
共
交
通
網
の
実
現
を
図
っ
た
。

導
入
の
背
景

3
静岡県
沼津市

　

沼
津
市

(都
市
計
画
部
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
交
通
政
策
室
)

が
主
導
し
て
、
観
光
需
要
へ
の
対
応
を
含
め
て
地
域
の
交
通
課

題
を
整
理
し
、
市
内
の
交
通
事
業
者
と
共
に
、
特
に
観
光
面
で

は
以
下
を
主
な
事
業
内
容
と
す
る
市
内
交
通
の
抜
本
的
な
見
直

し
を
実
施
。

概
要

①②③④⑤⑥⑦

複
数
の
バ
ス
事
業
者
間
で
異
な
っ
て
い
た
案
内
デ
ザ
イ
ン
や

窓
口
の
統
一
化
、
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
化

複
数
の
バ
ス
事
業
者
間
で
異
な
っ
て
い
た
駅
前
バ
ス
乗
り
場

を
方
面
別
に
統
一

市
内
公
共
交
通
マ
ッ
プ
を
初
め
て
来
訪
す
る
市
外
の
方
に
も

伝
わ
る
よ
う
改
善

バ
ス
の
遅
延
状
況
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
分
か
る
バ
ス
ロ
ケ

シ
ス
テ
ム
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
決
済
の
導
入

地
元
ロ
ー
カ
ル
線

(伊
豆
箱
根
鉄
道
)
に
よ
る
サ
イ
ク
ル
ト

レ
イ
ン
の
運
行

沼
津
駅
か
ら
沼
津
港
の
短
距
離
を
結
ぶ
バ
ス

(営
業
路
線
)

に
景
観
を
楽
し
め
る
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
導
入

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
コ
ー
ス
や
バ
ス
停
留
所
の
位
置
に
つ
い

て
、
観
光
客
等
の
需
要
も
見
極
め
つ
つ
随
時
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

　

本
事
業
等
に
よ
る
利
用
環
境
整
備
を
通
じ
た
観
光
客
の
公
共

交
通
利
用
へ
の
転
換
に
よ
り
、
沼
津
市
内
の
観
光
渋
滞
の
改
善

に
も
寄
与
し
た
。
市
の
公
共
交
通
利
用
者
数
は
取
り
組
み
開
始

後
に
増
加
。

効
果

　

交
通
事
業
者
に
お
け
る
運
転
手
の
慢
性

的
な
人
手
不
足
、
事
業
者
に
よ
る
路
線
の

廃
止
・
減
便
希
望
と
の
調
整
が
課
題
と
な
っ

て
い
る
。

そ
の
他
参
考
と
な
る
情
報

人口 Ȧ Ȱȷȶȫȷȱȵ人

面୭ Ȧ Ȱȷȵȭȷȱ⼰

人口ྭ度 Ȧ ȰȯȯȴȭȲȷ人 Ȯ⼰

̴̢̜͈͎̯̹̌ˡ͈͎ʏ̢̹ 地元ˡ૧ິ̢ʏ̺ʏˡ協অ˚ྎ年

行̂˿˙ʷ˾̸͖̏̌ʏ͜ഷ৺
̙͓ʏ̢͖͜ʏ̢̼͓̯̹͋̌ ȧㄟ̢̹ ȩ

̶̞̍ʏ̡ˢ各社路線ʿ統一ˈ˿˙見˷ˌʷ

̰̟̍͜ʿ統一ˈ˿˙分ʾ˽˷ˌ˂

˝˖˒̢̹停ˡ案内

沼津市内ˡ̢̹

費
用
負
担

　

事
業
内
容
の
中
の
①
〜
④
、
⑦
に
つ
い
て
は
国
の
補
助
金
を
活

用
し
つ
つ
、
沼
津
市
が
事
業
主
体
と
な
っ
て
実
施
。
２
０
２
１

年
度
の
公
共
政
策
予
算
は
約
８
７
０
０
万
円
。
⑤
⑥
に
つ
い
て

は
交
通
事
業
者
が
自
社
の
事
業
と
し
て
実
施
。

静岡県

アクセス交通

沼津市
■ 取り組み主体

■ 交通課題



地域DMOが自ら交通事業者と調整し、
アクセス・周遊交通を確保している事例

京都府 南丹市 美山町

　

美
山
地
域
へ
訪
れ
る
た
め
に
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
た
場

合
、
Ｊ
Ｒ
と
バ
ス
の
乗
り
継
ぎ
が
あ
る
上
、
土
日
に
減
便
さ
れ

る
な
ど
本
数
と
利
便
性
が
十
分
で
は
な
い
。
途
中
に
細
い
山
道

も
あ
る
た
め
、
車
の
運
転
に
不
慣
れ
な
観
光
客
に
は
ハ
ー
ド
ル

が
高
い
こ
と
か
ら
、
地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
自
ら
ア
ク
セ
ス
・
周
遊
交

通
の
確
保
に
取
り
組
ん
だ
。
バ
ス
ツ
ア
ー
に
関
し
て
は
地
域
協

議
会
会
員
の
中
に
交
通
事
業
者
が
い
た
た
め
、
調
整
が
ス
ム
ー

ズ
で
あ
り
、
発
案
か
ら
数
カ
月
で
実
現
し
た
。

導
入
の
背
景
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京都府

南丹市 美山町

　

一
般
社
団
法
人
南
丹
市
美
山
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会

(地
域

Ｄ
Ｍ
Ｏ
)
が
農
泊
地
域
協
議
会
の
構
成
員
で
も
あ
る
バ
ス
事
業

者
と
調
整
し
て
以
下
の
観
光
交
通
確
保
を
実
現
。

概
要

①②③

京
都
駅
発
の
バ
ス
ツ
ア
ー
の
開
催

京
都
駅
か
ら
美
山
へ
の
イ
ベ
ン
ト
に
合
わ
せ
た
土
日
祝
日
運

行
の
予
約
優
先
直
行
バ
ス
の
運
行

最
寄
り
の
特
急
停
車
駅
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
園
部
駅
か
ら
美
山
へ
の

イ
ベ
ン
ト
期
間
毎
日
運
行
の
予
約
優
先
直
行
バ
ス
の
運
行

>
ȝ

Ｄ
Ｍ
Ｏȝ

と
し
て
直
行
便
の
要
望
を
毎
年
出
し
て
い
る
が
、
交

通
事
業
者
の
事
情
も
あ
っ
て
年
に
よ
っ
て
運
行
状
況
が
変
わ
る
。

費
用
負
担

①　

旅
行
代
金
と
し
て
回
収

(各
企
画
に
最
小
催
行
人
員
を

設
定
)

②
、
③ȝ

運
賃
と
し
て
回
収

●●ȝ

　

自
家
用
車
の
運
転
に
慣
れ
て
い
な
い
観
光
客
の
来
訪
に
結
び
付

け
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

　

ガ
イ
ド
付
き
の
ツ
ア
ー
で
来
訪
者
の
地
域
へ
の
理
解
を
深
め

て
、
観
光
地
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
確
立
や
高
単
価
化
を
図
り
、

口
コ
ミ
参
加
や
リ
ピ
ー
タ
ー
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

効
果

　

京
都
駅
発
着
の
バ
ス
ツ
ア
ー
は
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
、
口
コ
ミ
、
メ
デ
ィ

ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
で
集
客
が
実

現
で
き
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
は

「
わ
ざ
わ
ざ
来
て
く
れ
る

お
客
さ
ま
か
ら
お
金
は
取
れ
な
い
」
と
い

う
考
え
方
だ
っ
た
が
、「
か
や
ぶ
き
の
里
」

で
駐
車
場
を
有
料
化
す
る
な
ど
、
マ
ネ
タ

イ
ズ
・
持
続
可
能
な
観
光
を
意
識
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
貸
し
出
し
や
自
転
車

周
遊
を
盛
り
込
ん
だ
ツ
ア
ー
も
人
気
。
自

転
車
は
１
台
15
万
円
で
８
台
を
購
入
し
て

採
算
は
取
れ
て
い
る
が
、
修
繕
費
や
買
い

替
え
の
た
め
の
積
立
金
が
課
題
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
に
タ
ク
シ
ー
プ
ラ
ン
や

多
言
語
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
準
備
し
て
い
る
。

　

観
光
地
と
し
て
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め

に

「
お
も
て
な
し
講
座
」
な
ど
を
企
画

し
て
内
向
き
の
教
育
も
進
め
て
い
る
。

そ
の
他
参
考
と
な
る
情
報

人口 Ȧ ȲȫȲȵȷ人

࿐積 Ȧ Ȳȳȯȭȳȶ⼰

人口ྭോ Ȧ ȸȭȷȸ人 Ȯ⼰

①
は
旅
行
業
登
録
の
あ
る
南
丹
市
美
山
観
光
ま
ち
づ
く
り
協

会
の
募
集
型
企
画
旅
行
と
し
て
実
施

②
、
③
は
交
通
事
業
者
の
協
力
で
運
行

運
行
方
法

●ȝ●ȝ

一般社団法人
南丹市美山観光まちづくり協会

アクセス交通

■ 取り組み主体

■ 交通課題

地域Ƀɏɒ催ˡ日ܴ˽̢̹̭̋ʏ

ˡုঘ

ೂ内˞ˢ多˂ˡʾ˷˩ˀྵ家ʿ
現ఐˊ˙ʽ˽ ʚ̢̱͂ ʈ̭ʏ͓̣͉ ʈ
̡̼͕̬ʛ ˞˵தˣ˿˾ȗ

南丹市美山˱˔˘˂˽協会ˡ本部˚˵ʵ˾

観光案内੬入口

南丹市̢̹מˢ観光客ˡ利用ʿ多ʷʿʆ 日ˡݫ
̩͍̍ʿ༇日˞ˬ˙એ˝ʷȗ

̨͕͔͜ഷ̢̠̱̋自転車 最ߑ有料化ˊ˒ ʚʾ˷˩ˀˡ里ʛ

駐車場

秋田県

青森県

京都府
༄ࡕࡷ



columnコラム まちづくりと駅・空港からのアクセス
空
港
や
駅
の
立
地
と
ア
ク
セ
ス
問
題

　

鉄
道
駅
は
騒
音
や
排
煙
に
よ
る
公
害
を
考
慮
し
、

す
で
に
開
発
さ
れ
た
市
街
地
で
は
な
く
当
時
の
郊

外
に
建
設
さ
れ
た
。
し
か
し
、
第
２
次
世
界
大
戦

後
の
人
口
増
加
と
郊
外
に
お
け
る
宅
地
開
発
に
よ

り
、
鉄
道
駅
が
に
ぎ
わ
い
の
中
心
に
な
っ
た
例
も

少
な
く
な
い
。
ま
た
、
用
地
が
な
か
っ
た
所
で
は
、

在
来
線
と
新
幹
線
の
駅
の
場
所
が
異
な
る
し
、
私

鉄
と
Ｊ
Ｒ
の
駅
も
離
れ
て
い
る
例
も
数
多
あ
る
。

バ
ス
セ
ン
タ
ー
と
な
っ
て
い
な
い
駅
で
は
、
鉄
道

と
バ
ス
の
結
節
が
悪
い
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
る
。

　

空
港
も
福
岡
空
港
や
大
阪
国
際
(
伊
丹
)
空
港

を
除
け
ば
、
都
心
か
ら
離
れ
た
地
域
に
あ
る
。
主

因
は
航
空
需
要
の
増
加
と
羽
田
空
港
で
あ
る
。
経

済
成
長
に
伴
っ
て
航
空
需
要
は
増
え
、
１
９
７
０

年
代
に
は
ジ
ェ
ッ
ト
機
材
が
主
流
と
な
っ
た
。
し

か
し
、
当
時
の
革
新
都
政
は
羽
田
空
港
を
拡
張
す

る
た
め
の
埋
め
立
て
許
可
を
出
さ
ず
、
航
空
会
社

が
需
要
に
応
え
る
た
め
に
は
大
型
機
を
使
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
大
型
機
が
離
着
陸
で
き

る
長
い
滑
走
路
を
整
備
す
る
た
め
、
空
港
は
都
心

部
か
ら
郊
外
に
移
っ
た
。
熊
本
、
大
分
、
鹿
児
島
、

長
崎
と
い
っ
た
国
管
理
空
港
が
そ
れ
で
あ
る
(
関

西
空
港
調
査
会
監
修
『
空
港
経
営
と
地
域
』
成
山

堂
書
店
、Ｐ
19~

20
)。
１
９
９
０
年
代
以
降
に
開

港
し
た
地
方
管
理
空
港
も
、
郊
外
や
海
上
に
あ
る
。

　

こ
う
し
て
、
鉄
道
駅
や
空
港
は
市
街
地
や
観
光

地
を
含
め
た
目
的
地
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
が
課
題
と

な
っ
た
。
こ
の
小
論
で
は
具
体
例
を
交
え
な
が
ら
、

ア
ク
セ
ス
交
通
の
あ
る
べ
き
姿
を
考
え
た
い
。

地
域
交
通
と
ア
ク
セ
ス
交
通

　

ま
ず
、
ア
ク
セ
ス
交
通
は
航
空
や
新
幹
線
と
セ
ッ

ト
で
成
立
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、
旅
客
の
目
的
は

ビ
ジ
ネ
ス
、
観
光
、
私
事
(
親
戚
訪
問
や
冠
婚
葬
祭

な
ど
)
な
ど
多
様
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ア
ク
セ
ス
交

通
は
地
域
交
通
の
一
部
で
あ
り
な
が
ら
も
、
通
勤
、

通
学
と
い
っ
た
日
常
交
通
と
は
異
な
り
、
多
く
の
よ

そ
者
が
利
用
す
る
。
新
幹
線
や
航
空
の
旅
客
が
多
い

と
ア
ク
セ
ス
交
通
の
頻
度
や
種
類
は
増
え
、
鉄
道
駅

や
空
港
の
拠
点
性
は
高
ま
る
。
反
対
に
、
不
自
由
な

ア
ク
セ
ス
交
通
の
旅
客
は
少
な
い
か
ら
、
路
線
収
支

が
悪
化
す
る
。
事
業
者
が
路
線
や
便
数
を
減
ら
せ
ば

さ
ら
に
不
自
由
に
な
る
た
め
、
い
っ
そ
う
旅
客
が
減

少
し
、
空
気
を
運
ぶ
と
い
う
悪
循
環
と
な
る
。

　

旅
客
は
自
宅
と
目
的
地
の
間
の
総
移
動
時
間
や
快

適
性
を
考
え
る
た
め
、
ア
ク
セ
ス
交
通
の
不
便
さ
や

不
快
さ
は
移
動
費
用
の
増
加
と
同
義
で
あ
る
。
反
対

に
、
ア
ク
セ
ス
交
通
の
改
善
は
移
動
費
用
の
削
減
を

意
味
し
、
当
地
を
選
ぶ
観
光
客
も
増
え
る
。
こ
の
点

も
目
的
が
定
ま
っ
て
い
る
日
常
交
通
と
大
き
く
異
な

る
。

ア
ク
セ
ス
交
通
に
求
め
ら
れ
る
こ
と

　

で
は
、
ア
ク
セ
ス
交
通
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
何

か
。
演
繹
的
に
考
え
て
み
よ
う
。

　

第
一
は
、
頻
度
で
あ
る
。
空
港
リ
ム
ジ
ン
や
路
線

バ
ス
は
飛
行
機
の
離
発
着
に
合
わ
せ
て
時
刻
を
決
め

て
い
る
と
こ
ろ
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、
15
分
ご
と

や
20
分
ご
と
と
い
っ
た
高
頻
度
運
行
が
利
用
率
を
上

げ
る
。
そ
し
て
、
都
市
間
輸
送
の
代
表
で
あ
る
新
幹

線
は
航
空
の
何
倍
も
の
旅
客
を
運
ぶ
た
め
、
ア
ク
セ

ス
交
通
に
も
一
定
の
量
が
求
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、

ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
が
顕
著
な
バ
ス
会
社
に
対
し
て
、

現
状
と
同
じ
条
件
で
頻
度
や
台
数
を
増
や
す
べ
き
、

と
い
う
提
言
は
非
現
実
的
だ
ろ
う
。

　

鉄
道
駅
と
空
港
の
ア
ク
セ
ス
を
高
頻
度
バ
ス
で
つ

な
ぐ
ユ
ニ
ー
ク
な
事
例
が
山
形
県
に
あ
る
。
山
形
新

幹
線
に
は
在
来
区
間
が
あ
り
、
速
度
が
遅
い
。
東
京

か
ら
山
形
に
向
か
う
場
合
、
新
幹
線
で
仙
台
駅
に
行

き
、
仙
台
か
ら
バ
ス
を
利
用
し
た
方
が
所
要
時
間
は

短
い
。
そ
の
た
め
、Ｊ
Ｒ
仙
台
駅
が
山
形
と
の
間
を

往
復
す
る
１
日
80
便
の
バ
ス
の
拠
点
に
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
山
形
県
に
は
二
つ
の
空
港
(
庄
内
、
山
形
)

が
あ
り
、
国
際
線
チ
ャ
ー
タ
ー
便
も
あ
る
。
と
こ

ろ
が
、
山
形
県
を
来
訪
す
る
外
国
人
の
３
割
は
仙

台
空
港
を
利
用
し
、
バ
ス
は
仙
台
駅
経
由
で
仙
台

空
港
へ
の
ア
ク
セ
ス
・
イ
グ
レ
ス
手
段
と
も
な
っ

て
い
る
。
自
県
フ
ァ
ー
ス
ト
の
県
が
多
い
中
、
県

の
交
通
計
画
で
あ
る
「
山
形
県
総
合
交
通
ビ
ジ
ョ

ン
」
に
は
広
域
中
心
で
あ
る
仙
台
と
の
流
動
の
重

要
性
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
事
例
に
は
、
観

光
の
広
域
流
動
や
イ
ン
フ
ラ
の
有
効
活
用
と
い
う

観
点
か
ら
も
学
ぶ
こ
と
が
多
い
。

　

第
二
は
、
目
的
に
応
じ
た
所
要
時
間
と
運
賃
・

料
金
の
「
適
切
さ
」
で
あ
る
。
ア
ク
セ
ス
交
通
と

し
て
使
用
さ
れ
る
路
線
バ
ス
の
運
賃
は
安
い
が
時

間
を
要
す
る
。
時
間
価
値
の
高
い
ビ
ジ
ネ
ス
客
に

は
時
間
の
空
費
で
あ
り
、
利
用
は
見
込
め
な
い
。

　

そ
こ
で
、
高
速
=
高
運
賃
、
低
速
=
低
運
賃
、

と
い
っ
た
選
択
肢
や
、
地
域
外
利
用
者
へ
の
付
加

的
運
賃
や
入
域
料
を
設
定
す
る
、
と
い
っ
た
価
格

政
策
を
提
案
し
た
い
。
ア
ク
セ
ス
交
通
の
場
合
、

旅
客
が
多
様
な
だ
け
に
、
目
的
に
応
じ
て
旅
客
が

選
ぶ
メ
ニ
ュ
ー
を
分
か
り
や
す
く
提
供
す
る
こ
と

が
カ
ギ
に
な
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
旅
行
者
へ
の

十
分
な
告
知
も
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
告
知

が
不
十
分
で
消
え
て
し
ま
っ
た
交
通
が
い
か
に
多

い
こ
と
か
。

カ
ス
タ
マ
イ
ズ
と
地
元
の
関
与

　

第
三
は
、
目
的
と
整
合
し
た
手
段
の
提
供
、
あ

る
い
は
目
的
強
化
へ
の
地
元
の
寄
与
で
あ
る
。
団

体
旅
行
に
と
っ
て
貸
し
切
り
バ
ス
の
利
便
性
が
高
い

こ
と
は
論
を
ま
た
な
い
。
例
え
ば
、Ｆ
Ｄ
Ａ(
フ
ジ
ド

リ
ー
ム
エ
ア
ラ
イ
ン
ズ
)
と
い
う
航
空
会
社
は
チ
ャ
ー

タ
ー
便
を
多
く
飛
ば
す
が
、
到
着
後
は
２
台
の
バ
ス

が
旅
客
を
運
ん
で
人
気
を
博
し
て
い
る
。

　

当
然
、
農
泊
は
到
着
後
の
ツ
ア
ー
に
組
み
込
め
ば

よ
い
の
だ
が
、
こ
こ
で
重
要
な
の
は
宿
泊
地
や
地
元

自
治
体
な
ど
の
受
益
者
の
関
与
で
あ
る
。Ｆ
Ｄ
Ａ
は
地

元
自
治
体
と
の
協
力
に
よ
っ
て
こ
う
し
た
ツ
ア
ー
を

組
成
し
て
い
る
。
地
元
自
治
体
も
情
報
を
探
し
て
取

材
を
重
ね
、
地
元
関
係
者
に
は
旅
行
商
品
を
販
売
す

る
。
交
流
人
口
の
増
加
に
よ
っ
て
地
域
経
済
は
活
性

化
す
る
た
め
、
受
益
者
た
る
地
元
は
活
性
化
の
一
端

を
担
う
べ
き
で
あ
る
。
例
え
ば
、
阿
寒
地
域
で
は
観

光
事
業
者
が
補
助
金
を
利
用
し
つ
つ
、
ま
ち
づ
く
り

に
も
積
極
的
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。

　

第
四
に
、
空
港
や
鉄
道
駅
の
立
地
に
は
差
異
が
大

き
く
、
関
係
者
に
も
温
度
差
が
あ
る
た
め
、
画
一
的

な
処
方
箋
が
書
け
ず
、
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
が
必
要
な
こ

と
で
あ
る
。

　

こ
の
た
び
の
企
画
は
事
例
を
集
め
て
提
言
に
つ
な

げ
る
と
い
う
、
い
わ
ば
帰
納
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ

り
、
こ
れ
が
現
実
に
即
し
た
解
法
の
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
企
画
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
南
紀
白
浜
空
港
に
は
、

近
時
、
海
外
チ
ャ
ー
タ
ー
便
も
就
航
し
て
い
る
も
の

の
、
就
航
す
る
定
期
便
は
１
日
６
便
の
Ｊ
Ａ
Ｌ(
３
往

復
)
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
空
港
が
ゲ
ー
ト
ウ
ェ

イ
機
能
を
果
た
す
べ
く
、
リ
ム
ジ
ン
バ
ス
で
観
光
地

を
巡
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
空
港
運
営
会
社
は

旅
行
業
の
資
格
を
取
得
し
、
ツ
ア
ー
を
組
成
し
、「
ソ

フ
ト
事
業
」
を
展
開
し
て
い
る
。

温
故
知
新

　

「
ま
ち
の
魅
力
を
高
め
る
こ
と
が
観
光
振
興
の
処
方

箋
で
あ
り
、
派
生
需
要
で
あ
る
交
通
の
成
功
は
ま
ち

の
魅
力
に
依
存
す
る
」
と
い
う
の
は
言
い
古
さ
れ
た

教
訓
で
あ
る
。
地
域
交
通
の
維
持
は
重
要
で
あ
る
。

観
光
客
は
基
礎
需
要
の
少
な
く
な
っ
た
公
共
交
通
に

新
た
な
需
要
を
加
え
る
こ
と
に
も
な
る
が
、
よ
そ
者

の
視
点
が
な
け
れ
ば
ア
ク
セ
ス
交
通
と
は
言
え
な
い
。

ア
ク
セ
ス
交
通
と
ま
ち
の
魅
力
は
相
互
依
存
関
係
に

あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
交
流
人
口
を
増
や
す
よ

う
な
ア
ク
セ
ス
交
通
の
整
備
が
重
要
な
の
で
あ
る
。

加
藤 

一
誠

　
慶
應
義
塾
大
学
商
学
部
教
授
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民
営
化
前
は
慢
性
的
な
赤
字
と
利
用
促
進
を
す
る

に
も
手
法
に
課
題
を
抱
え
、
財
政
へ
の
負
担
と
な
っ

て
い
た
。
和
歌
山
県
が
10
年
間
空
港
運
営
に
必
要
な

額
を
支
払
う
こ
と
を
条
件
に
運
営
す
る
民
間
事
業
者

を
募
っ
た
と
こ
ろ
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
や
地

元
ホ
テ
ル
で
構
成
す
る
グ
ル
ー
プ
を
選
定
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　

運
営
会
社
と
し
て

「株
式
会
社
南
紀
白
浜
エ
ア
ポ
ー

ト
」
を
設
立
。
２
０
１
９
年
４
月
か
ら
民
営
化
事
業

が
本
格
的
に
開
始
さ
れ
た
。
当
初
は
飛
行
機
の
発
着

時
間
と
バ
ス
の
連
携
が
で
き
て
お
ら
ず
、
便
数
の
少

な
さ
か
ら
客
待
ち
の
タ
ク
シ
ー
も
な
く
、
特
に
夜
間

は
陸
の
孤
島
と
な
っ
て
い
た
。

導
入
の
背
景

　

民
営
化
し
た
南
紀
白
浜
空
港
の
運
営
を
担
う
株
式

会
社
南
紀
白
浜
エ
ア
ポ
ー
ト
が
柔
軟
な
発
想
と
行
動

力
で
地
域
に
人
を
呼
び
込
む
多
角
的
な
取
り
組
み
を

展
開
。
空
港
が
地
域
の
交
通
ハ
ブ
と
な
る
よ
う
に
、

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
充
を
進
め
て
い
る
。

概
要

●

 

●● 

空
港
駐
車
場
を
航
空
機
利
用
者
以
外
に
も
無
料

で
開
放
し
、
パ
ー
ク
＆
バ
ス
ラ
イ
ド
と
し
て
そ
の

ま
ま
空
港
発
の
バ
ス
に
乗
っ
て
出
掛
け
ら
れ
る
バ

ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
し
て
の
機
能
も
空
港
に
付
与
し

た
。
実
現
し
た
と
こ
ろ
、
住
民
の
利
便
性
も
上

が
っ
て
空
港
を
利
用
す
る
機
会
も
増
え
て
メ
リ
ッ

ト
が
大
き
か
っ
た

近
隣
の
観
光
名
所
を
結
ぶ
高
速
バ
ス
・
路
線
バ

ス
に
つ
い
て
も
飛
行
機
の
発
着
時
間
に
合
わ
せ
た

調
整
を
実
施

空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の
側
で
１
人
乗
り
の
小
型

電
気
自
動
車
の
貸
し
出
し

(８
０
０
円
／
ｈ
)

や
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
の
設
置
や
シ
ェ
ア
サ

イ
ク
ル
、
ス
マ
ー
ト
シ
ャ
ト
ル
な
ど
、
民
間
事
業

者
を
誘
致
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
移
動
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
実
現
し
て
い
る

　

路
線
バ
ス
お
よ
び
高
速
バ
ス
は
バ
ス
事
業
者
と
協

議
の
上
で
運
行
。

　

シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
は
各
事
業
者
が

実
施
。

運
行
方
法

　

空
港
か
ら
主
要
観
光
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
確
保
。

　

民
営
化
後
は
コ
ロ
ナ
禍
で
苦
し
ん
だ
時
期
も
あ
っ
た

が
、
２
０
２
２
年
で
の
利
用
者
数
は
県
営
時
よ
り
１
・

７
倍
と
な
っ
て
い
る
。

　

空
港
所
在
自
治
体
の
所
得
向
上
・
社
会
人
口
の
増

加
に
寄
与
。

効
果

南紀白浜̑̋͆ʏ̱ȗؤശ૬一ი社್
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白浜町 南紀白浜空港

空港が基軸となって周辺地域へ
観光アクセス交通を整備した事例

̠̞̘͔̐̋̍ˢɂɒɆɉɂɒɆɉ ̅誘致ʆ 空港̨ʏ͈̳͔
̼͔ˡ横˞͆ʏ̱̅設置ʇ ȗ

空港༃設ˡ̡̜̠͔͎͓̐̑̋͜˚高速̢̹̪̬̱̅̚˚ˀ˾

和歌山県

ධႉ県

ॶੇ県ॶੇ県

観光客˞人気ˡ̲̪̋͂͌͜ʏ

͘ʏ͔̲ˡ̺̩͜

時ࣹວȗȝ>ㄓㄑㄓㄔ年ㄚ月ㄒ日Ⳓㄓㄑㄓㄔ年ㄒㄑ月ㄓㄙ日時ല

路線̢̹ˡ内௯˞˵ˆ˓̂˽

̢̹ٺཝ南野ߵ

Wakayama Nanki-shirahama Airport

　

空
港
会
社
と
し
て
日
本
で
初
め
て

「
地
域

連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」
に
２
０
２
２
年
10
月
に
登
録
、

南
紀
白
浜
エ
ア
ポ
ー
ト
が
紀
南
1ȱ
市
町
村
お

よ
び
３
地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
連
携
し
て
紀
南
広
域

で
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

　

南
紀
白
浜
エ
ア
ポ
ー
ト
と
明
光
バ
ス
、
Ｊ
Ｒ

西
日
本
和
歌
山
支
社
で
包
括
連
携
協
定
を
締

結
。
連
携
を
通
じ
て
地
域
内
で
全
体
最
適
と

な
る
交
通
網
を
形
成
す
る
こ
と
や
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
客
の
移
動
円
滑
化
を
通
じ
て
観
光
体
験

を
拡
大
・
向
上
、
ま
ち
と
連
携
し
た
紀
伊
な

ら
で
は
の
地
域
体
験
と
交
流
の
実
現
を
目
指

し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。
南
紀
白
浜
空
港
・

鉄
道
・
バ
ス
会
社
・
県
職
員
ら
が
Ｊ
Ｒ
新
宮

駅
の
中
で
飛
行
機
利
用
を
Ｐ
Ｒ
す
る
な
ど
、

地
域
の
交
通
事
業
者
が
一
丸
と
な
っ
て
空
港

の
利
用
促
進
に
協
力
し
て
い
る
。

　

地
方
空
港
の
経
営
再
建
に
は
地
域
活
性
化

が
欠
か
せ
な
い
と
い
う
考
え
で
、
新
た
な
取

り
組
み
の
際
に
は
県
庁
の
関
係
部
局
の
横
串

を
刺
す
役
割
を
空
港
が
果
た
し
て
い
る
。
ま

た
、
行
政
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
民

間
企
業
・
団
体
と
協
働
が
必
要
に
な
る
が
、

デ
ー
タ
や
根
拠
を
示
し
な
が
ら
協
議
を
行
っ

て
い
る
。
一
方
で
連
携
体
制
の
構
築
は
ま
ず

は
人
と
し
て
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
も
大
切

で
あ
る
と
い
う
考
え
か
ら
県
庁
職
員
や
交
通

関
係
者
が
集
ま
っ
て
、
日
ご
ろ
か
ら
Ｏ
ｎ
ｅ 

Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
と
し
て
会
議
や
イ
ベ
ン
ト

(自
転
車

イ
ベ
ン
ト
や
利
用
促
進
の
チ
ラ
シ
配
り
な
ど
)

を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
他
参
考
と
な
る
情
報

̢̹ˡ場所ˢ施設˷観光名所ʿ新ˊ˂
˚ˀ˾˝˜ʵ˿ˣ柔軟˞༙ࣃˌ˾ˆ˛˵
ʵ˽得˾ʇ

路線̢̹ 路線̢̹ˡ͔ʏ̱͇̬̀

高速̢̹

線̯͔̈́˞̢̹ˡ࿃名̅ࡎ๚ฒˊ˙
車̱͆̍͜˞ˊ˙ʷ˾ʇ ̯͔̈́側˵自社
˚空港௱̢̹ࠬ̅出ˌ必要ʿ˝ʷˡ˚͊
͓̬̱ʿ大ˀʷʇ

飛行機ˡ発着時間˞合̂ˎ˙ㄓ̔月ˮ˜ˡ̢̺͜˚ुʾ˝調整̅行˖˙ʷ˾ʇ

路線̢̹

串本 ・ 那智勝浦 ・ 新宮方面 熊野古道 ( 中辺路 ) ・
本宮大社方面

大阪 ・ 東京方面ߵ野ཝ南̢̹ٺˡ運行͔ʏ̱͇̬̀

南紀白浜空港 ⇄  大阪  9 便
南紀白浜空港 → 東京  1 便
東京 → 南紀白浜空港  1 便

ルート 01 ルート 02

ルート 03

明光̢̹˚ߵ野ࡱ道観光˫向ʾʹ観光客

■ 明光バスにより運行

■ 明光バスにより運行

■ 熊野御坊南海バスにより運行

空港に来れば誰もがどこへでも自由にスムーズに移動できる

株式会社南紀白浜エアポート

アクセス交通

■ 取り組み主体

■ 交通課題

熊野古道 バス路線図

熊野御坊南海バス龍神自動車明光バス

速玉大社前

前前




